






要旨

神経芽細胞腫マススクリーニングは現在 6 ヵ月児を対象としているが,実際には 7 ヵ月以

降に受検する児がかなり存在している.これを利用して,1984 年から 93 年までに札幌市で

HPLC 法によるスクリーニングを受けた集団から発生した症例を受検月齢別に分け,腫瘍原

発部位,HVA/VMA 比,発生率を集計・算出した.スクリーニング月齢 6 ヵ月の真陽性例は,後

腹膜原発,比が 1～2 の例が多かった.これに対し,7～11 ヵ月の例では,副腎原発が多く,比

が 1 以下と 1～2 の例数の差は小さかった.7～11 ヵ月では 6 ヵ月に比べて真陽性例・偽陰

性例の発生率が低かった.疫学的計算によれば,7～11ヵ月スクリーニングは6ヵ月に比べ,

真陽性例中に含まれる自然退縮例の割合は少なく,かつ自然に発生すべき症例をより多く

捕捉しているものと思われた


